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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】耳を介して提供される音声信号を相手側に提供
したり、音声認識装置を制御する際に外部の騒音が遮断
されて綺麗な音質の音響を聞くことができ、音声認識装
置の認識率を高めることにより、騒音環境で効果的に通
話できるようにしたイヤーセットを提供する。
【解決手段】音響信号または音声信号を出力する第１ス
ピーカー３１０を含んで、ユーザーの第１外耳道に挿入
可能な第１イヤホン部１１０、ユーザーの外耳道を介し
て提供されるユーザーの音声信号が入力される第２マイ
ク４２０を含んで、ユーザーの第２外耳道に挿入可能な
第２イヤホン部１２０、および第１イヤホン部及び第２
イヤホン部にそれぞれ接続された本体２００を含んで構
成される。本体は第１マイクから入力された音声信号を
信号送受信部２１０を介して外部機器に送信し、信号送
受信部を介して外部機器から受信した音声信号を第１ス
ピーカーに出力するための制御部２２０を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
外部機器から提供される音響信号または音声信号を出力する第１スピーカーを含んで、ユ
ーザーの第１外耳道に挿入可能な第１イヤホン部；
ユーザーの外耳道を介して提供されるユーザーの音声信号が入力される第２マイクを含ん
で、ユーザーの第２外耳道に挿入可能な第２イヤホン部；及び
前記第１イヤホン部及び第２イヤホン部にそれぞれ接続された本体を含んで構成されるこ
とを特徴とする、耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項２】
前記本体が前記外部機器に無線で接続される場合に、
前記本体は、
外部機器と信号を送受信する信号送受信部；及び
前記第２マイクロから入力された音声信号を前記信号送受信部を介して前記外部機器に送
信し、前記信号送受信部を介して前記外部機器から受信した音声信号を前記第１スピーカ
ーに出力するための制御部を含んで構成されることを特徴とする、請求項１に記載の耳内
挿入型マイクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項３】
前記本体が前記外部機器に有線で接続される場合に、
前記本体は、
前記第２マイクロから入力された音声信号を外部機器に送信し、前記外部機器から受信し
た音声信号を前記第１スピーカーに出力するための制御部を含んで構成されることを特徴
とする、請求項１に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項４】
前記制御部は、前記第２マイクロから入力されたユーザーの音声信号を前記信号送受信部
を介して音声認識装置に送信する機能をさらに含むことを特徴とする、請求項２または３
に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項５】
前記本体は、
ユーザーの口から提供される音声信号を受信するための第３マイク；及び
前記第２マイクまたは第３マイクの中のいずれか一つを選択するためのマイクスイッチを
さらに含み、
前記マイクスイッチは騒音信号のレベル程度に従って、前記第２マイクまたは前記第３マ
イクを選択することを特徴とする、請求項２または３に記載の耳内挿入型マイクを使用す
る有無線イヤーセット。
【請求項６】
前記本体は音声認識センサーまたは動作認識センサーが備わって、前記スイッチは前記音
声認識センサーまたは動作認識センサーの出力信号に従って自動または手動で動作される
ことを特徴とする、請求項１に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項７】
外部機器から提供される音響信号または音声信号を出力する第１スピーカーと、ユーザー
の外耳道を介して提供されるユーザーの音声信号が入力される第１マイクを含んで、ユー
ザーの第１外耳道に挿入可能な第１イヤホン部；
外部機器から提供される音響信号または音声信号を出力する第２スピーカーを含んで、ユ
ーザーの第２外耳道に挿入可能な第２イヤホン部；及び
前記第１イヤホン部及び第２イヤホン部にそれぞれ接続され、通話モードと音楽モードの
設定が可能な本体で構成されることを特徴とする、耳内挿入型マイクを使用する有無線イ
ヤーセット。
【請求項８】
通話モードまたは音楽モードで設定されるスイッチと、通話モードで第１スピーカーおよ
び／または第２スピーカーの出力を調節するスピーカー出力調節回路と、通話モード時に
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ユーザーが操作することができる通話ボタンからなるモード設定部をさらに含んで構成さ
れることを特徴とする、請求項７に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセッ
ト。
【請求項９】
前記第１スピーカーおよび／または第２スピーカーに個別に備わるスピーカーマッチング
回路と、前記第１マイクに備わるマイクマッチング回路と、音楽モードで前記第１マイク
と認識されるダミー抵抗（Ｄｕｍｍｙ　Ｒｅｓｉｓｔｏｒｓ）をさらに含んで構成される
ことを特徴とする、請求項７または８に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤー
セット。
【請求項１０】
前記通話モードまたは前記音楽モードの設定は、「ユーザーの手動操作」、「ユーザーの
音声認識」、「動作センサー」または「インストールされたアプリケーション」の中の一
つ以上を介して行われることを特徴とする、請求項７に記載の耳内挿入型マイクを使用す
る有無線イヤーセット。
【請求項１１】
前記通話モードまたは前記音楽モードの設定は、
ユーザーが前記制御部を介して予め設定したり、前記制御部が前記第１スピーカーまたは
前記第２スピーカから出力される音を分析して自動で設定されることを特徴とする、請求
項７に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項１２】
前記制御部が前記第１スピーカーまたは前記第２スピーカから出力される音を分析して前
記通話モードまたは音楽モードを設定する場合、
前記制御部は、前記第１スピーカーまたは前記第２スピーカから出力される音が人の声の
みを含んでいると分析されると通話モードで設定して、前記第１スピーカーまたは前記第
２スピーカから出力される音が音楽を含んでいると分析されると音楽モードで設定するこ
とを特徴とする、請求項７に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項１３】
前記外部機器が移動通信端末の場合、
前記通話モードまたは前記音楽モードの設定は、
前記制御部が前記移動通信端末の通話状態信号を感知すると自動で通話モードで設定して
、前記制御部が前記移動通信端末の音楽再生信号を感知すると自動で音楽モードで設定す
ることを特徴とする、請求項７に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセット
。
【請求項１４】
前記外部機器が移動通信端末の場合、
前記通話モードまたは前記音楽モードの設定は、
前記制御部が前記移動通信端末で実行されるアプリケーションの制御信号を受信して設定
することを特徴とする、請求項７に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセッ
ト。
【請求項１５】
外部機器から提供される音響信号または音声信号を出力する第１スピーカーと、ユーザー
の外耳道を介して提供されるユーザーの音声信号が入力される第１マイクを含んで、ユー
ザーの第１外耳道に挿入可能な第１イヤホン部；
外部機器から提供される音響信号または音声信号を出力する第２スピーカーを含む第２イ
ヤホン部；
前記第１イヤホン部及び第２イヤホン部にそれぞれ接続された本体を含んで騒音モードと
一般モードで設定されることを特徴とする耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセッ
ト。
【請求項１６】
前記本体は外部に第２マイクが含まれて、
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騒音モードまたは一般モードで設定されて、騒音モードでは第１マイクが動作し、一般モ
ードでは外部の第２マイクが動作するようにするスイッチと、騒音モードで第１スピーカ
ーおよび／または第２スピーカーの出力を調節するスピーカー出力調節回路からなるモー
ド設定部をさらに含んで構成されることを特徴とする、請求項１５に記載の耳内挿入型マ
イクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項１７】
前記第１スピーカーおよび／または第２スピーカーを個別に備わるスピーカーマッチング
回路と、騒音モードまたは一般モード時のユーザーが操作することができる通話ボタンと
、前記第１マイクに備わるマイクマッチング回路をさらに含んで構成されることを特徴と
する、請求項１５または１６に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項１８】
前記騒音モードまたは前記一般モードの設定は、「ユーザーの手動操作」、「ユーザーの
音声認識」、「動作センサー」または「インストールされたアプリケーション」の中の一
つ以上を介して行われることを特徴とする、請求項１５に記載の耳内挿入型マイクを使用
する有無線イヤーセット。
【請求項１９】
前記騒音モードまたは前記一般モードの設定は、
ユーザーが前記制御部を介して予め設定したり、前記制御部が前記第１スピーカーまたは
前記第２スピーカから出力される音を分析して自動で設定されることを特徴とする、請求
項１５に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項２０】
前記制御が前記第１スピーカーまたは前記第２スピーカから出力される音を分析して、前
記騒音モードまたは一般モードを設定する場合は、
前記制御部は、前記第１スピーカーまたは前記第２スピーカから出力される音が人の声の
みを含んでいると分析されると一般モードで設定して、前記第１スピーカーまたは前記第
２スピーカから出力される音が外部の騒音を含んでいると分析すると騒音モードで設定す
ることを特徴とする、請求項１５に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセッ
ト。
【請求項２１】
前記外部機器が移動通信端末の場合、
前記騒音モードまたは前記一般モードの設定は、
前記制御部が前記移動通信端末で実行されるアプリケーションの制御信号を受信して設定
することを特徴とする、請求項１５に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセ
ット。
【請求項２２】
前記本体は、
ユーザーの口から提供される音声信号を受信するための第２マイク；及び
前記第１マイクまたは第２マイクの中のいずれか一つを選択するためのスイッチをさらに
含み、
前記スイッチは周囲の騒音の程度に従って前記第１マイクまたは前記第２マイクを選択す
ることを特徴とする、請求項１５に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセッ
ト。
【請求項２３】
外部機器から提供される音響信号または音声信号を出力する第１スピーカーと、ユーザー
の外耳道を介して提供されるユーザーの音声信号が入力される第１マイクを含んで、ユー
ザーの第１外耳道に挿入可能な第１イヤホン部；
外部機器から提供される音響信号または音声信号を出力する第２スピーカーを含んで、ユ
ーザーの第２外耳道に挿入可能な第２イヤホン部；及び
前記第１イヤホン部及び第２イヤホン部にそれぞれ接続されるとともに、外部機器と有線
または無線で接続される本体で構成されることを特徴とする耳内挿入型マイクを使用する
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有無線イヤーセット。
【請求項２４】
前記第１スピーカーの出力が前記第１マイクの入力に伝達されて起こるエコー現象を減ら
すために、前記第１スピーカーの出力または第１マイクの感度の中の少なくともいずれか
一つを調節することを特徴とする、請求項２３に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無
線イヤーセット。
【請求項２５】
通話モードまたは音楽モードで設定されるスイッチと、通話モードで第１スピーカーおよ
び／または第２スピーカーの出力を調節するスピーカー出力調節回路と、通話モード時に
ユーザーが操作することができる通話ボタンと、音楽モードで前記第１マイクと認識され
るダミー抵抗（Ｄｕｍｍｙ　Ｒｅｓｉｓｔｏｒｓ）からなるモード設定部をさらに含んで
構成されることを特徴とする、請求項２３に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イ
ヤーセット。
【請求項２６】
前記ユーザーが通話ボタンを押す場合、前記制御部は通話モードで動作するように前記第
１のスピーカーから音が出力されないようにすることを特徴とする、請求項２５に記載の
耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項２７】
前記制御部は、通話モードで設定された場合前記第１スピーカーから音が出力されないよ
うにして、音楽モードで設定された場合前記第１スピーカーから音が出力されるように制
御したり、前記制御部は通話モードで設定された場合前記第１スピーカーから音が出力さ
れず、前記第１マイクに音声が入力されるようにして、音楽モードで設定された場合前記
第１スピーカーから音が出力され、前記第１マイクに音声が入力されていないように制御
することを特徴とする、請求項２５に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセ
ット。
【請求項２８】
前記通話モードまたは前記音楽モードの設定は、「ユーザーの手動操作」、「ユーザーの
音声認識」、「動作センサー」または「インストールされたアプリケーション」の中の一
つ以上を介して行われることを特徴とする、請求項２７に記載の耳内挿入型マイクを使用
する有無線イヤーセット。
【請求項２９】
前記通話モードまたは前記音楽モードの設定は、
ユーザーが前記制御部を介して予め設定したり、前記制御部が前記第１スピーカーまたは
前記第２スピーカから出力される音を分析して自動で設定されることを特徴とする、請求
項２７に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項３０】
前記制御部が前記第１スピーカーまたは前記第２スピーカから出力される音を分析して前
記通話モードまたは音楽モードを設定する場合、
前記制御部は、前記第１スピーカーまたは前記第２スピーカから出力される音が人の声の
みを含んでいると分析されると通話モードで設定して、前記第１スピーカーまたは前記第
２スピーカから出力される音が音楽を含んでいると分析されると音楽モードで設定するこ
とを特徴とする、請求項２９に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項３１】
前記外部機器が移動通信端末の場合、
前記通話モードまたは前記音楽モードの設定は、
前記制御部が前記移動通信端末の通話状態信号を感知すると自動で通話モードで設定して
、前記制御部が前記移動通信端末の音楽再生信号を感知すると自動で音楽モードで設定す
ることを特徴とする、請求項２７に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセッ
ト。
【請求項３２】
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前記外部機器が移動通信端末の場合、
前記通話モードまたは前記音楽モードの設定は、
前記制御部が前記移動通信端末で実行されるアプリケーションの制御信号を受信して設定
することを特徴とする、請求項２７に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセ
ット。
【請求項３３】
騒音モードまたは一般モードで設定されて、騒音モードでは第１マイクが動作し一般モー
ドでは外部の第３マイクが動作するようにするスイッチと、騒音モードで第１スピーカー
および／または第２スピーカーの出力を調節するスピーカー出力調節回路からなるモード
設定部をさらに含んで構成されることを特徴とする、請求項２３に記載の耳内挿入型マイ
クを使用する有無線イヤーセット。
【請求項３４】
外部機器から提供される音響信号または音声信号を出力する第１スピーカーと、ユーザー
の外耳道を介して提供されるユーザーの音声信号が入力される第１マイクを含んで、ユー
ザーの第１外耳道に挿入可能な第１イヤホン部；
ユーザーの外耳道を介して提供されるユーザーの音声信号が入力される第２マイクを含ん
で、ユーザーの第２外耳道に挿入可能な第２イヤホン部；及び
ユーザーの口から提供される音声信号を受信するための第３マイクと、前記第１，２，３
マイクの中のいずれか一つ以上を選択するためのマイクスイッチを含んで、前記第１イヤ
ホン部及び第２イヤホン部にそれぞれ接続された本体を含んで構成されることを特徴とす
る耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項３５】
前記第２イヤホン部は外部機器から提供される音響信号または音声信号を出力する第２ス
ピーカーをさらに含んで構成されることを特徴とする、請求項３４に記載の耳内挿入型マ
イクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項３６】
前記第１スピーカー及び第２スピーカーの出力が前記第１マイク及び第２マイクの入力に
伝達されて起こるエコー現象を減らすために、前記第１スピーカーまたは／および第２ス
ピーカーの出力を調節する出力調節回路をさらに含んで構成されることを特徴とする、請
求項３４または３５に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項３７】
前記第１スピーカー及び第２スピーカーの出力が前記第１マイク及び第２マイクの入力に
伝達されて起こるエコー現象を減らすために、前記第１マイクまたは／および第２マイク
の感度を調節することを特徴とする、請求項３４または３５に記載の耳内挿入型マイクを
使用する有無線イヤーセット。
【請求項３８】
前記第１マイクおよび／または第２マイクから入力される信号に含まっているエコー成分
を減少させるエコー減少手段をさらに含んで構成されることを特徴とする、請求項３５に
記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項３９】
前記エコー感知手段は、外部機器から第１スピーカー及び第２スピーカーで提供される音
響信号または音声信号が入力されてフィルタリングするフィルタ部と；前記フィルタ部か
らフィルタリングされて出力される音響信号または音声信号の位相を反転させる位相反転
部と；前記位相反転部から位相反転されて出力される音響信号または音声信号と、第１マ
イクおよび／または第２マイクから入力される音響信号または音声信号とを合成する信号
合成部で構成されることを特徴とする、請求項３８に記載の耳内挿入型マイクを使用する
有無線イヤーセット。
【請求項４０】
外部機器から提供される音響信号または音声信号を出力する第１スピーカーと、ユーザー
の外耳道を介して提供されるユーザーの音声信号が入力される第１マイクを含んで、ユー
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ザーの第１外耳道に挿入可能な第１イヤホン部；
前記第１イヤホン部に接続されて；外部機器と信号を送受信する信号送受信部；及び前記
第１マイクロから入力される音声信号を前記信号送受信部を介して前記外部機器に送信し
、前記信号送受信部を介して前記外部機器から受信した音声信号を前記第１スピーカーに
出力するための制御部を含む本体を含んで構成されることにより、
ユーザーの一方の耳だけ着用されることを特徴とする耳内挿入型マイクを使用する有無線
イヤーセット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセットに関するもので、さらに詳しく
は、耳を介して提供される音声信号を相手側に提供したり、音声認識装置を制御する際に
外部の騒音が遮断されて、綺麗な音質の音響を聞くことができ、音声認識装置の認識率を
高めることにより騒音環境の変化に従って効果的に通話できるようにして、外部機器から
受信される信号に従ってマイクおよび／またはスピーカーを制御することができる耳内挿
入型マイクを使用する有無線イヤーセットに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
一般に、音響の聴取と音声信号の通信のためにイヤーセット（ｅａｒｓｅｔ）などは、音
響機器や各種モバイル機器（ＰＭＰ、移動通信端末、スマートフォンなど）などの外部機
器に有線または無線で接続された状態でユーザーの耳に着用されて使用されている。
【０００３】
しかし、従来のすべてのイヤーセットはマイクが外部に露出されて、マイクに外部の雑音
が流入して、うるさい環境や嵐の環境では相手と通話できず、発振現象を防ぐためにスピ
ーカーとマイクを常に一定の距離を保つべきなので、小型化などに限界のある問題があっ
た。
【０００４】
前記イヤーセットをもう少し見てみると、外部機器と結合されるコネクタと、コネクタに
電気的に接続されてイヤーセットの使用モードを設定するとともに、イヤーセットの全体
的な動作を制御する制御部と、制御部に電気的に接続されてユーザーの耳に着用されて、
音声の出力または音声の入力処理を行う携帯電話の手段として構成される。
【０００５】
従来技術による技術が大韓民国特許出願番号第１０－２０００－００１８０９８号（耳挿
入／カバー式イヤーセット）、大韓民国特許出願番号第１０－２００１－００８８８８６
号（音響入力／出力装置及びこれを適用したイヤーセット一体型イヤホン）、大韓民国特
許登録番号第１０－１０９２９５７号（マイクロホン）及び大韓民国特許登録番号第１０
－１１０９７４８号（マイクロホン）などに開示されている。
【０００６】
しかし、上記に提示された従来技術のイヤーセットは、相手との通話時に相手の声がスピ
ーカーから出力され、再びマイクに入力されることにより、エコー現象またはハウリング
現象が起こる問題があった。これにより、音声の伝送が明瞭でない問題があった。
【０００７】
また、音楽や映画を鑑賞する場合は、両方の耳のステレオサウンドを出力することが重要
で、従来の場合にマイクが一方または両方の耳に配置されており、ユーザーの声がマイク
に入力されながらスピーカーに出力され、音楽鑑賞の妨げになる問題があった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
本発明は、前記のような従来技術の問題点と技術開発の必要性を解決するために案出され
たもので、その目的は、耳内挿入型マイクを使用して周囲の騒音がひどくうるさい環境で
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もユーザーが相手と良好な音質で通話することができる耳内挿入型マイクを使用する有無
線イヤーセットを提供することにある。
【０００９】
本発明の他の目的は、エコー減少手段を使用することにより、耳を介して提供される音声
信号を相手側に提供する際に外部の騒音が遮断されてエコー及びハウリング現象を遮断し
、音楽を再生する場合一定のステレオ品質を出力して綺麗な音質の音響を聞くことができ
るようにする耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセットを提供することにある。
【００１０】
また、本発明の他の目的は、通話の状態または音楽再生の状態を手動または自動で把握す
ることにより、通話モード時にエコーを防止するために、スピーカー出力またはマイク感
度の中の少なくともいずれか一つを調節する耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセ
ットを提供することにある。
【００１１】
本発明の他の目的は、耳を介して提供される音声信号に音声認識装置を制御する際に、外
部の騒音が遮断されて音声認識装置の認識率を高めることにより、騒音環境で効果的に制
御することができる耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセットを提供することにあ
る。
【００１２】
本発明の他の目的は、有線と無線イヤホンとも適用が可能で、マイクスイッチの選択が自
動及び手動で行われるようにして、ユーザーの満足度を向上させることができる耳内挿入
型マイクを使用する有無線イヤーセットを提供するためにある。
しかし、本発明の目的は、上記に記載された目的に制限されず、言及されていない他の目
的は以下の記載から当業者に明確に理解されるだろう。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
前述した技術的課題を達成するための本発明の特徴によれば、外部機器から提供される音
響信号または音声信号を出力する第１スピーカーを含んで、ユーザーの第１外耳道に挿入
可能な第１イヤホン部；ユーザーの外耳道を介して提供されるユーザーの音声信号が入力
される第２マイクを含んで、ユーザーの第２外耳道に挿入可能な第２イヤホン部；及び前
記第１イヤホン部及び第２イヤホン部にそれぞれ接続された本体を含んで構成されること
を特徴とする、耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセットを提供する。
【００１４】
本発明の付加的な特徴によれば、前記本体が前記外部機器に無線で接続される場合に、前
記本体は、外部機器と信号を送受信する信号送受信部；及び前記第２マイクロから入力さ
れた音声信号を前記信号送受信部を介して前記外部機器に送信し、前記信号送受信部を介
して前記外部機器から受信した音声信号を前記第１スピーカーに出力するための制御部を
含んで構成される。
【００１５】
本発明の付加的な特徴によれば、前記本体が前記外部機器に有線で接続される場合に、前
記本体は、前記第２マイクロから入力された音声信号を外部機器に送信し、前記外部機器
から受信した音声信号を前記第１スピーカーに出力するための制御部を含んで構成される
。
【００１６】
本発明の付加的な特徴によれば、前記制御部は、前記第２マイクロから入力されたユーザ
ーの音声信号を前記信号送受信部を介して音声認識装置に送信する機能をさらに含むこと
ができる。
【００１７】
本発明の付加的な特徴によれば、前記本体は、ユーザーの口から提供される音声信号を受
信するための第３マイク；及び前記第２マイクまたは第３マイクの中のいずれか一つを選
択するためのマイクスイッチをさらに含み、前記マイクスイッチは騒音信号のレベル程度
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に従って、前記第２マイクまたは前記第３マイクを選択することができる。
【００１８】
本発明の付加的な特徴によれば、前記本体は音声認識センサーまたは動作認識センサーが
備わって、前記スイッチは前記音声認識センサーまたは動作認識センサーの出力信号に従
って自動または手動で動作されることができる。もちろん、ユーザーの手動操作によって
も設定変更も可能である。
【００１９】
本発明の他の特徴によれば、外部機器から提供される音響信号または音声信号を出力する
第１スピーカーと、ユーザーの外耳道を介して提供されるユーザーの音声信号が入力され
る第１マイクを含んで、ユーザーの第１外耳道に挿入可能な第１イヤホン部；外部機器か
ら提供される音響信号または音声信号を出力する第２スピーカーを含んで、ユーザーの第
２外耳道に挿入可能な第２イヤホン部；及び前記第１イヤホン部及び第２イヤホン部にそ
れぞれ接続され、通話モードと音楽モードの設定が可能な本体で構成されることを特徴と
する、耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセットを提供する。
【００２０】
本発明の付加的な特徴によると、通話モードまたは音楽モードに設定されるスイッチと、
通話モードで第１スピーカーおよび／または第２スピーカーの出力を調節するスピーカー
出力調節回路と、通話モード時にユーザーが操作することができる通話ボタンからなるモ
ード設定部をさらに含んで構成される。
【００２１】
本発明の付加的な特徴によれば、前記第１スピーカーおよび／または第２スピーカーに個
別に備わるスピーカーマッチング回路と、前記第１マイクに備わるマイクマッチング回路
と、音楽モードで前記第１マイクと認識されるダミー抵抗（Ｄｕｍｍｙ　Ｒｅｓｉｓｔｏ
ｒｓ）をさらに含んで構成されることができる。
【００２２】
本発明の付加的な特徴によれば、前記通話モードまたは前記音楽モードの設定は、「ユー
ザーの手動操作」、「ユーザーの音声認識」、「動作センサー」または「インストールさ
れたアプリケーション」の中の一つ以上を介して行われることができる。
【００２３】
本発明の付加的な特徴によれば、前記通話モードまたは前記音楽モードの設定は、ユーザ
ーが前記制御部を介して予め設定したり、前記制御部が前記第１スピーカーまたは前記第
２スピーカーから出力される音を分析して自動で設定されることができる。
【００２４】
本発明の付加的な特徴によれば、前記制御部が前記第１スピーカーまたは前記第２スピー
カーから出力される音を分析して前記通話モードまたは音楽モードを設定する場合、前記
制御部は、前記第１スピーカーまたは前記第２スピーカーから出力される音が人の声のみ
を含んでいると分析されると通話モードに設定し、前記第１スピーカーまたは前記第２ス
ピーカーから出力される音が音楽を含んでいると分析されると音楽モードに設定すること
ができる。
【００２５】
本発明の付加的な特徴によれば、前記外部機器が移動通信端末の場合、前記通話モードま
たは前記音楽モードの設定は、前記制御部が前記移動通信端末の通話状態信号を感知する
と自動で通話モードに設定して、前記制御部が前記移動通信端末の音楽再生信号を感知す
ると自動で音楽モードに設定することができる。
【００２６】
本発明の付加的な特徴によれば、前記外部機器が移動通信端末の場合、前記通話モードま
たは前記音楽モードの設定は、前記制御部が前記移動通信端末で実行されるアプリケーシ
ョンの制御信号を受信して設定することができる。
【００２７】
本発明の他の特徴によれば、外部機器から提供される音響信号または音声信号を出力する
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第１スピーカーと、ユーザーの外耳道を介して提供されるユーザーの音声信号が入力され
る第１マイクを含んで、ユーザーの第１外耳道に挿入可能な第１イヤホン部；外部機器か
ら提供される音響信号または音声信号を出力する第２スピーカーを含む第２イヤホン部；
前記第１イヤホン部及び第２イヤホン部にそれぞれ接続された本体を含んで騒音モードと
一般モードに設定されることを特徴とする耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセッ
トを提供する。
【００２８】
本発明の付加的な特徴によれば、前記本体は外部に第２マイクが含まれて、騒音モードま
たは一般モードに設定されて、騒音モードでは第１マイクが動作し、一般モードでは外部
の第２マイクが動作するようにするスイッチと、騒音モードで第１スピーカーおよび／ま
たは第２スピーカーの出力を調節するスピーカー出力調節回路からなるモード設定部をさ
らに含んで構成されることができる。
【００２９】
本発明の付加的な特徴によれば、前記第１スピーカーおよび／または第２スピーカーを個
別に備わるスピーカーマッチング回路と、騒音モードまたは一般モード時のユーザーが操
作することができる通話ボタンと、前記第１マイクに備わるマイクマッチング回路をさら
に含んで構成されることができる。
【００３０】
本発明の付加的な特徴によれば、前記騒音モードまたは前記一般モードの設定は、「ユー
ザーの手動操作」、「ユーザーの音声認識」、「動作センサー」または「インストールさ
れたアプリケーション」の中の一つ以上を介して行われることができる。
【００３１】
本発明の付加的な特徴によれば、前記騒音モードまたは前記一般モードの設定は、ユーザ
ーが前記制御部を介して予め設定したり、前記制御部が前記第１スピーカーまたは前記第
２スピーカーから出力される音を分析して自動で設定されることができる。
【００３２】
本発明の付加的な特徴によれば、前記制御が前記第１スピーカーまたは前記第２スピーカ
ーから出力される音を分析して、前記騒音モードまたは一般モードを設定する場合は、前
記制御部は、前記第１スピーカーまたは前記第２スピーカーから出力される音が人の声の
みを含んでいると分析されると一般モードに設定して、前記第１スピーカーまたは前記第
２スピーカーから出力される音が外部の騒音を含んでいると分析すると騒音モードに設定
することができる。
【００３３】
本発明の付加的な特徴によれば、前記外部機器が移動通信端末の場合、前記騒音モードま
たは前記一般モードの設定は、前記制御部が前記移動通信端末で実行されるアプリケーシ
ョンの制御信号を受信して設定することができる。
【００３４】
本発明の付加的な特徴によれば、前記本体は、ユーザーの口から提供される音声信号を受
信するための第２マイク；及び前記第１マイクまたは第２マイクの中のいずれか一つを選
択するためのスイッチをさらに含み、前記スイッチは周囲の騒音の程度に従って前記第１
マイクまたは前記第２マイクを選択することができる。
【００３５】
本発明の他の特徴によれば、外部機器から提供される音響信号または音声信号を出力する
第１スピーカーと、ユーザーの外耳道を介して提供されるユーザーの音声信号が入力され
る第１マイクを含んで、ユーザーの第１外耳道に挿入可能な第１イヤホン部；外部機器か
ら提供される音響信号または音声信号を出力する第２スピーカーを含んで、ユーザーの第
２外耳道に挿入可能な第２イヤホン部；及び前記第１イヤホン部及び第２イヤホン部にそ
れぞれ接続されるとともに、外部機器と有線または無線で接続される本体で構成されるこ
とを特徴とする耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセットを提供する。
【００３６】



(11) JP 2017-216712 A 2017.12.7

10

20

30

40

50

本発明の付加的な特徴によれば、前記第１スピーカーの出力が前記第１マイクの入力に伝
達されて起こるエコー現象を減らすために、前記第１スピーカーの出力または第１マイク
の感度の中の少なくともいずれか一つを調節することができる。
【００３７】
本発明の付加的な特徴によれば、通話モードまたは音楽モードに設定されるスイッチと、
通話モードで第１スピーカーおよび／または第２スピーカーの出力を調節するスピーカー
出力調節回路と、通話モード時にユーザーが操作することができる通話ボタンと、音楽モ
ードで前記第１マイクと認識されるダミー抵抗（Ｄｕｍｍｙ　Ｒｅｓｉｓｔｏｒｓ）から
なるモード設定部をさらに含んで構成されることができる。
【００３８】
本発明の付加的な特徴によれば、前記ユーザーが通話ボタンを押す場合、前記制御部は通
話モードで動作するように前記第１のスピーカーから音が出力されないようにすることが
できる。
【００３９】
本発明の付加的な特徴によれば、前記制御部は、通話モードに設定された場合前記第１ス
ピーカーから音が出力されないようにして、音楽モードに設定された場合前記第１スピー
カーから音が出力されるように制御したり、前記制御部は通話モードに設定された場合前
記第１スピーカーから音が出力されず、前記第１マイクに音声が入力されるようにして、
音楽モードに設定された場合前記第１スピーカーから音が出力され、前記第１マイクに音
声が入力されていないように制御することができる。
【００４０】
本発明の付加的な特徴によれば、前記通話モードまたは前記音楽モードの設定は、「ユー
ザーの手動操作」、「ユーザーの音声認識」、「動作センサー」または「インストールさ
れたアプリケーション」の中の一つ以上を介して行われることができる。
【００４１】
本発明の付加的な特徴によれば、前記通話モードまたは前記音楽モードの設定は、ユーザ
ーが前記制御部を介して予め設定したり、前記制御部が前記第１スピーカーまたは前記第
２スピーカーから出力される音を分析して自動で設定されることができる。
【００４２】
本発明の付加的な特徴によれば、前記制御部が前記第１スピーカーまたは前記第２スピー
カーから出力される音を分析して前記通話モードまたは音楽モードを設定する場合、前記
制御部は、前記第１スピーカーまたは前記第２スピーカーから出力される音が人の声のみ
を含んでいると分析されると通話モードに設定して、前記第１スピーカーまたは前記第２
スピーカーから出力される音が音楽を含んでいると分析されると音楽モードに設定するこ
とができる。
【００４３】
本発明の付加的な特徴によれば、前記外部機器が移動通信端末の場合、前記通話モードま
たは前記音楽モードの設定は、前記制御部が前記移動通信端末の通話状態信号を感知する
と自動で通話モードに設定し、前記制御部が前記移動通信端末の音楽再生信号を感知する
と自動で音楽モードに設定することができる。
【００４４】
本発明の付加的な特徴によれば、前記外部機器が移動通信端末の場合、前記通話モードま
たは前記音楽モードの設定は、前記制御部が前記移動通信端末で実行されるアプリケーシ
ョンの制御信号を受信して設定することができる。
【００４５】
本発明の付加的な特徴によれば、騒音モードまたは一般モードに設定されて、騒音モード
では第１マイクが動作し一般モードでは外部の第３マイクが動作するようにするスイッチ
と、騒音モードで第１スピーカーおよび／または第２スピーカーの出力を調節するスピー
カー出力調節回路からなるモード設定部をさらに含んで構成されることができる。
【００４６】
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本発明の他の特徴によれば、外部機器から提供される音響信号または音声信号を出力する
第１スピーカーと、ユーザーの外耳道を介して提供されるユーザーの音声信号が入力され
る第１マイクを含んで、ユーザーの第１外耳道に挿入可能な第１イヤホン部；ユーザーの
外耳道を介して提供されるユーザーの音声信号が入力される第２マイクを含んで、ユーザ
ーの第２外耳道に挿入可能な第２イヤホン部；及びユーザーの口から提供される音声信号
を受信するための第３マイクと、前記第１，２，３マイクの中のいずれか一つ以上を選択
するためのマイクスイッチを含んで、前記第１イヤホン部及び第２イヤホン部にそれぞれ
接続された本体を含んで構成されることを特徴とする耳内挿入型マイクを使用する有無線
イヤーセットを提供する。
【００４７】
本発明の付加的な特徴によれば、前記第２イヤホン部は、外部機器から提供される音響信
号または音声信号を出力する第２スピーカーをさらに含んで構成されることができる。
【００４８】
本発明の付加的な特徴によれば、前記第１スピーカー及び第２スピーカーの出力が前記第
１マイク及び第２マイクの入力に伝達されて起こるエコー現象を減らすために、前記第１
スピーカーまたは／および第２スピーカーの出力を調節する出力調節回路をさらに含んで
構成されることができる。
【００４９】
本発明の付加的な特徴によれば、前記第１スピーカー及び第２スピーカーの出力が前記第
１マイク及び第２マイクの入力に伝達されて起こるエコー現象を減らすために、前記第１
マイクまたは／および第２マイクの感度を調節することができる。
【００５０】
本発明の付加的な特徴によれば、前記第１マイクおよび／または第２マイクから入力され
る信号に含まっているエコー成分を減少させるエコー減少手段をさらに含んで構成される
ことができる。
【００５１】
本発明の付加的な特徴によれば、前記エコー感知手段は、外部機器から第１スピーカー及
び第２スピーカーで提供される音響信号または音声信号が入力されてフィルタリングする
フィルタ部と；前記フィルタ部からフィルタリングされて出力される音響信号または音声
信号の位相を反転させる位相反転部と；前記位相反転部から位相反転されて出力される音
響信号または音声信号と、第１マイクおよび／または第２マイクから入力される音響信号
または音声信号とを合成する信号合成部で構成されることができる。
【００５２】
本発明の他の特徴によれば、外部機器から提供される音響信号または音声信号を出力する
第１スピーカーと、ユーザーの外耳道を介して提供されるユーザーの音声信号が入力され
る第１マイクを含んで、ユーザーの第１外耳道に挿入可能な第１イヤホン部；前記第１イ
ヤホン部に接続されて；外部機器と信号を送受信する信号送受信部；及び前記第１マイク
ロから入力される音声信号を前記信号送受信部により前記外部機器に送信し、前記信号送
受信部を介して前記外部機器から受信した音声信号を前記第１スピーカーに出力するため
の制御部を含む本体を含んで構成されることにより、ユーザーの一方の耳だけ着用される
ことを特徴とする耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセットを提供する。
【発明の効果】
【００５３】
上述したように、本発明のイヤーセットによれば、スピーカーとマイクの配置を一体化さ
せて、ユーザーが相手と通話時の騒音環境及び嵐の環境でも相手と通話でき使い勝手を向
上させることができる。つまり、周囲の騒音がひどい場所では、ユーザーの外耳道にイヤ
ーセットが着用されて、ユーザーの周囲の騒音が遮断された音声信号を外部機器に提供し
て、相手ときれいな通話をすることができ、音声認識装置に適用する場合の音声認識率を
向上させることができる効果がある。
【００５４】
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また、周囲の騒音が弱いところでは、外部に露出されたマイクでユーザーの口から提供さ
れる音声信号を外部機器に提供することにより、耳に着用するイヤホン部のマイクを利用
して通話するときに起こり得る聞き取りにくい音声と低い音量の問題を解決することがで
きる効果がある。
【００５５】
また、マイクを両方のイヤホン部に配置することにより、既存の一方の耳から出る低い音
量信号を集音していたことを両方の耳で同時に集音するため、外部に別途の増幅器なしで
簡単に音声信号を増大することができ、相手と通話時に低い音量による不都合を減らすこ
とができる効果がある。
【００５６】
また、エコー減少手段を使用することにより、耳を介して提供される音声信号を相手側に
提供したり、音声認識装置を制御する際に外部の騒音が遮断されてエコー及びハウリング
現象を遮断する効果がある。
【００５７】
また、エコーの防止のためにスピーカー出力またはマイク感度の中の少なくともいずれか
一つを調節して、外部の騒音が遮断されてエコー及びハウリング現象を遮断する効果があ
る。
【００５８】
また、相手と通話する場合だけでなく、音楽などを受信して聞く場合にも、両方の耳でス
テレオサウンドを出力して、出力の品質を保つ効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明に係るイヤーセットの第１実施形態を示すもので、外部機器に無線で接続
される場合を示したものである。
【図２】本発明に係るイヤーセットの第２実施形態を示すもので、外部機器に有線で接続
される場合を示したものである。
【図３】本発明に係るイヤーセットの第３実施形態を示したものである。
【図４】本発明に係るイヤーセットの第４実施形態を示すもので、外部機器に無線で接続
される場合を示したものである。
【図５】本発明の第４実施形態で外部機器に有線で接続される場合を示したものである。
【図６】本発明に係るイヤーセットの第５実施形態を示したものである。
【図７】本発明に係るイヤーセットの第６実施形態を示したものである。
【図８】本発明に係るイヤーセットの第７実施形態を示したものである。
【図９】本発明に適用されるエコー減少手段を示したものである。
【図１０】本発明に係るイヤーセットの第８実施形態を示したものである。
【図１１】本発明に係るイヤーセットの第９実施形態を示したものである。
【図１２】本発明の第９実施形態でモード設定部の構成例を示したものである。
【図１３】本発明の第９実施形態でモード設定部の構成例を示したものである。
【図１４】本発明に係るイヤーセットの第１０実施形態を示したものである。
【図１５】本発明に係るイヤーセットの動作シーケンスを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００６０】
本発明の利点および特徴、そしてそれらを達成する方法は添付されている図面と一緒に詳
細に後述されている実施形態を参照すれば明確になるだろう。
【００６１】
しかし、本発明は以下で開示される実施形態に限定されるものではなく、異なる多様な形
態で具現されることができ、単に本実施形態は本発明の開示が完全するようにして、本発
明の属する技術分野で通常の知識を有する者に発明の範疇を完全に知らせるために提供さ
れるものであり、本発明は請求項の範疇によって定義されるだけである。
【００６２】
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また、本明細書で使用される用語は実施形態を説明するためのものであり、本発明を制限
するものではない。本明細書で、単数形は文句で特別に言及しない限り複数形も含む。明
細書で使用される「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）」および／または「含んでいる（ｃｏｍ
ｐｒｉｓｉｎｇ）」は言及された構成要素以外の他の構成要素の存在または追加を排除し
ない。他の定義のない場合は、本明細書で使用されるすべての用語（技術および科学用語
を含む）は本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者に共通に理解することができ
る意味で使用することがある。
【００６３】
以下、本発明をより具体的に説明するために、本発明に係る実施形態を添付図面を参照し
ながらより詳細に説明する。本明細書の全体にわたって同一の参照符号は同じ構成要素を
指す。
【００６４】
例えば、第１イヤホン部１１０に備わるスピーカー及びマイクは第１スピーカーＳ１、３
１０および第１マイクＭ１、４１０と呼び、第２イヤホン部１２０に備わるスピーカー及
びマイクは第２スピーカーＳ２、３２０および第２マイクＭ２、４２０と呼び、本体２０
０に備わるマイクは第３マイクＭ３、４３０と呼んだ。
【００６５】
添付する図１は本発明に係るイヤーセットの第１実施形態を示すもので、外部機器に無線
で接続される場合を示したものである。
図１を参照して説明すると、本発明に係るイヤーセットはイヤホン部１００と、本体２０
０を含む。
【００６６】
この時、前記イヤホン部１００は、ユーザーの第１外耳道に挿入可能な第１イヤホン部１
１０と、ユーザーの第２外耳道に挿入可能な第２イヤホン部１２０で構成されて、前記第
１イヤホン部１１０及び第２イヤホン部１２０はそれぞれ本体２００に有線で接続されて
いる。
【００６７】
前記第１イヤホン部１１０は携帯電話やＭＰ３プレーヤーなどの外部機器（図示せず）か
ら提供される音響信号または音声信号を出力する第１スピーカー３１０が備わって、前記
第２イヤホン部１２０にはユーザーの外耳道を介して提供されるユーザーの音声信号が入
力される第２マイク４２０が備わる。
【００６８】
前記第２マイク４２０は、ユーザーが話をするときに耳から発生される信号を入力信号と
して提供されることで、指向性の特性を有するマイクで構成されることが好ましい。
【００６９】
前記本体２００は外部機器（図示せず）に無線で接続され、外部機器と信号を送受信する
信号送受信部２１０；及び前記第１マイク４１０から入力された音声信号を前記信号送受
信部２１０により前記外部機器に送信し、前記信号送受信部２１０を介して前記外部機器
から受信した音声信号を前記第１スピーカー３１０に出力するための制御部２２０が含ま
れる。
【００７０】
上記のようなイヤーセットは、音量を調節する音量調節部（図示せず）と、通話するかど
うかを決定する通話ボタン部（図示せず）をさらに含むことができる。
【００７１】
また、前記制御部２２０は前記第２マイク４２０から入力されたユーザーの音声信号を前
記信号送受信部２１０を介して音声認識装置（図示せず）に送信する機能をさらに含むこ
とができる。
【００７２】
添付する図２は本発明に係るイヤーセットの第２実施形態を示すもので、外部機器に有線
で接続される場合を示したものである。
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図２を参照すると、前記本体２００が外部機器（図示せず）にコネクタ５００を介して有
線で接続されると、前記第１実施形態の構成で信号送受信部２１０が除去される。
【００７３】
この時、前記制御部２２０は前記第２マイク４２０から入力されたユーザーの音声信号を
音声認識装置（図示せず）に直接送信する機能をさらに含むことができる。
【００７４】
添付する図３は本発明に係るイヤーセットの第３実施形態を示したものである。
図３を参照すると、第１実施形態の構成にユーザーの口から提供される音声信号を受信す
るための第３マイク４３０；及び前記第２マイク４２０または第３マイク４３０の中のい
ずれか一つを選択するためのマイクスイッチ２３０をさらに含んで構成される。
【００７５】
前記マイクスイッチ２３０は前記制御部２２０の制御下で感知された騒音信号のレベルが
予め設定されたレベル以上の場合前記第２マイク４２０を選択し、前記感知された騒音信
号の前記レベルが前記予め設定されたレベル未満の場合前記第３マイク４３０を選択する
動作を行う。また、外部機器のユーザーが騒音信号を感じる程度に従っても、マイクを選
択することもできる。
【００７６】
例えば、制御部２２０は、イヤーセットの設計者やユーザーによって既に設定された騒音
信号のレベルが前記既に設定された値（例えば、７０ｄＢ）の以上の場合前記第２マイク
４２０を選択して、前記既に設定された値の未満の場合前記第３マイク４３０を選択する
ように前記マイクスイッチ２３０を制御することができる。これにより、いかなる環境で
も相手と快適な通話ができる。
この時、イヤーセットの設計者やユーザーは騒音信号のレベルを自分の選択に従って多様
に設定することができる。
【００７７】
前記マイクスイッチ２３０はユーザーによって手動で操作することができ、上記のような
基準によって自動で動作するために、前記本体２００に音声認識センサーまたは動作認識
センサーが備わって、前記マイクスイッチ２３０は前記音声認識センサーまたは動作認識
センサーの出力信号に従って自動で動作することができる。
【００７８】
前記第３マイク４３０は本体２００の外部に露出するように配置されてユーザーの口から
提供される音声信号が入力されるためのもので、無指向性の特性を有するマイクで構成さ
れることができる。
【００７９】
上記のような本発明によるイヤーセットが携帯電話、ロボット、ナビゲーション、産業用
機器などの音声認識装置に適用する場合には、前記制御部２２０に、前記第２マイク４２
０から入力されたユーザーの音声信号を前記信号送受信部２１０により音声認識装置（図
示せず）に送信する機能がさらに含まれる。つまり、耳から出たユーザーの声を活用して
、音声認識装置を制御することができる。
【００８０】
添付する図４及び図５は本発明に係るイヤーセットの第４実施形態を示したものである。
図４を参照すると、前記第１イヤホン部１１０に第１スピーカー３１０及び第１マイク４
１０を含み、前記第２イヤホン部１２０に外部機器から提供される音響信号または音声信
号を出力する第２スピーカー３２０をさらに含んで構成される。
【００８１】
この時、相手との通話時には、前記第１スピーカー３１０の出力が前記第１マイク４１０
の入力に伝達され、エコー現象が起こることができる。上記のように発生されるエコー現
象を減らすために、前記第１スピーカー３２０の出力を調節する出力調節回路（図示せず
）をさらに含んで構成することができる。また、前記第１マイク４１０の感度を調節して
、外部の騒音の流入を減らし、エコー現象を防ぐことができる。もちろん、エコー現象を
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減らすために、第１スピーカー３１０の出力と前記第１マイク４１０の感度を同時に調節
することもできる。
【００８２】
一方、前記第１イヤホン部１１０または本体２００は、前記第１マイク４１０から入力さ
れる信号に含まれているエコー成分を減少させるエコー減少手段（図８の２４０参照）を
さらに含むことができますが、図９を参照すると、前記エコー減少手段２４０は外部機器
から第１スピーカー３１０に提供される音響信号または音声信号が入力されてフィルタリ
ングするフィルタ部２４２と；前記フィルタ部２４２からフィルタリングされて出力され
る音響信号または音声信号の位相を反転させる位相反転部２４４と；前記位相反転部２４
４から位相反転されて出力される音響信号または音声信号と、第１マイク４１０から入力
される音響信号または音声信号とを合成する信号合成部２４６で構成することができる。
【００８３】
図５を参照すると、前記本体２００が外部機器（図示せず）にコネクタ５００を介して有
線で接続されると、図４に示した第４実施形態の構成で信号送受信部２１０が除去される
。
【００８４】
この時、前記制御部２２０は前記第１マイク４１０から入力されたユーザーの音声信号を
音声認識装置（図示せず）に直接送信する機能をさらに含むことができる。
【００８５】
添付する図６は本発明に係るイヤーセットの第５実施形態を示したものである。
図６を参照すると、前記第１イヤホン部１１０に第１マイク４１０及び第１スピーカー３
１０を含み、前記第２イヤホン部１２０は第２マイク４２０を含む。前記本体２００はユ
ーザーの口から提供される音声信号を受信するための第３マイク４３０が含まれる。
【００８６】
このような構成で、前記制御部２２０は騒音信号を感知し、感知された騒音信号のレベル
が予め設定されたレベルよりも大きい場合前記第１マイク４１０及び第２マイク４２０を
選択して、前記感知された騒音信号の前記レベルが前記予め設定されたレベルよりも小さ
い場合前記第３マイク４３０を選択する。また、外部機器のユーザーが騒音信号を感じる
程度に従っても、マイクを選択することもできる。
【００８７】
このような本発明は、マイク４１０，４２０を両方のイヤホン部１１０，１２０に配置す
ることにより、従来の一方の耳から出る低い音量信号を集音していたことを両方の耳で同
時に集音するため、外部に別途の増幅器なしで簡単に音声信号を増大することができ、相
手と通話時に低い音量による不都合を減らすことができるものと期待される。
【００８８】
また、外部の回路を介して前記第１スピーカー３１０の出力を制御することにより、エコ
ー現象を防止し、騒音環境での通話が可能になる。また、前記第１マイク４１０及び第２
マイク４２０の感度を調節して、外部の騒音の流入を減らし、エコー現象を防止すること
ができる。
前記第１スピーカー３１０の出力は可変抵抗または固定抵抗を使用して制御することもで
きる。
【００８９】
もちろん、前記第１スピーカー３１０の出力、前記第１マイク４１０及び前記第２マイク
４２０のうちの少なくともいずれか一つを自動または手動で調節してエコー現象を防止す
ることもできる。
【００９０】
添付する図７は本発明に係るイヤーセットの第６実施形態を示したものである。
図７を参照すると、第５実施形態の構成に前記第２イヤホン部１２０に外部機器から提供
される音響信号または音声信号を出力する第２スピーカー３２０をさらに含んで構成され
る。
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【００９１】
添付する図８は本発明に係るイヤーセットの第７実施形態を示したものであり、図９は本
発明に適用されるエコー減少手段の構成を示すブロック図である。
　図８を参照すると、第５実施形態の構成に前記第１イヤホン部１１０に前記第１マイク
４１０から入力される音声信号に含まれているエコー成分を減少させるエコー減少手段２
４０をさらに含んで構成される。
【００９２】
前記エコー減少手段２４０は、図９に示すように、外部機器から第１スピーカー３１０及
び第２スピーカー３２０に提供される音響信号または音声信号が入力されフィルタリング
するフィルタ部２４２と、前記フィルタ部２４２からフィルタリングされて出力される音
響信号または音声信号の位相を反転させる位相反転部２４４と、前記位相反転部２４４か
ら位相反転されて出力される音響信号または音声信号と、第１マイク４１０及び第２マイ
ク４２０から入力される音声信号または音声信号を合成する信号合成部２４６で構成され
る。もちろん、エコー減少手段はそれぞれのイヤホン部に個別に備わることもできる。
【００９３】
また、エコーを防止するために、第１スピーカー３１０及び第２スピーカー３２０の出力
を調節することもでき、第１マイク４１０及び第２マイク４２０の感度を調節することも
できる。
【００９４】
添付する図１０は本発明に係るイヤーセットの第８実施形態を示したものである。
前記第１実施形態乃至第７実施形態では、前記イヤホン部１００が第１イヤホン部１１０
と第２イヤホン部１２０に区分されて、両方の耳に着用する場合を説明したが、図１０に
示したように一つのイヤホン部１００に第１スピーカー３１０と第１マイク４１０を備え
て一方の耳だけ着用することもできる。
【００９５】
この場合、前記イヤホン部１００は外部機器に有線または無線で接続されることが好まし
い。
本発明の第８実施形態において上記説明した第３実施形態乃至第７実施形態の技術的思想
が追加されることは自明な事実であるため、その説明は省略する。
【００９６】
前記第８実施形態と同じ構成を有する本発明のイヤーセットは、イヤホン部１００は第１
スピーカー３１０と第１マイク４１０を含んで、イヤホン部１００は第１スピーカー３１
０と第１マイク４１０が一体化されてイヤーセットを使用するユーザーの耳の外耳道に挿
入されて、ユーザーは耳に挿入されたイヤホン部１００を介して話しながら聞く構造であ
る。すなわち、第１スピーカー３１０と第１マイク４１０が耳内に位置し、外部の騒音が
第１マイク４１０に流入されず、うるさい環境や嵐の環境でも相手と通話することができ
、両手が自由で業務の効率を増大させることもできる。もちろん、エコー現象を防止する
ために、第４実施形態及び第７実施形態で適用した方法などを利用することもできる。ま
た、第８実施形態でも、第３マイク（図示せず）を外部に配置して騒音信号の程度に従っ
てマイクを選択することもできる。
【００９７】
添付する図１１は本発明に係るイヤーセットの第９実施形態を示したものである。
　図１１に示すように、本発明に係る耳内挿入型マイクを使用する無線イヤーセットは、
イヤホン部１００と本体２００からなる。前記イヤホン部１００は、第１スピーカー３１
０及び第１マイク４１０を含んでユーザーの耳に挿入される第１イヤホン部１１０と、第
２スピーカー３２０を含んでユーザーの耳に挿入される第２イヤホン部１２０からなる。
【００９８】
前記本体２００は、外部機器と音の信号を送受信する信号送受信部２１０と、第１マイク
４１０から入力された音声信号を信号送受信部２１０を介して外部機器に送信し、信号送
受信部２１０を介して外部機器から受信した音の信号を第１スピーカー３１０及び第２ス
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ピーカー３２０に出力するための制御部２２０と、通話モード及び音楽モードを制御する
モード設定部２５０を含む。
【００９９】
図１１に示した実施形態は、一方の耳に挿入されるイヤホン部のみマイクが含まれている
形態である。前記第１イヤホン部１１０に第１マイク４１０が含まれ、前記第１イヤホン
部１１０と第２イヤホン部１２０ともスピーカー３１０、３２０が含まれる。前記第１マ
イク４１０が含まれている第１イヤホン部１１０は人の両方の耳のうちのいずれか一つに
挿入され、他方の耳に第２イヤホン部１２０が挿入される。
【０１００】
前記第１イヤホン部１１０は第１スピーカー３１０と第１マイク４１０を含んで、第１イ
ヤホン部１１０は第１スピーカー３１０と第１マイク４１０が一体化されてユーザーの耳
の外耳道に挿入される。ユーザーは、耳に挿入されたイヤホン部を介して話したり聞く構
造である。すなわち、スピーカーとマイクが耳内に位置し、外部の騒音がマイクに流入さ
れず、うるさい環境でも相手と通話することができ、両手が自由で業務の効率を向上させ
ることができる。
【０１０１】
ここで、前記スピーカー３１０、３２０は、ダイナミックスピーカーで音質の向上のため
に密閉式磁気平衡型スピーカー（Ｂａｌａｎｃｅｄ　Ａｒｍａｔｕｒｅ　Ｒｅｃｅｉｖｅ
ｒ）および／または圧電式スピーカーを使用することができる。これにより、ホワイトノ
イズを減少させることができる。また、前記第１マイク４１０は雑音に強い指向性マイク
の部品を使用することが好ましい。前記第１マイク４１０は、ユーザーが話をときに耳か
ら発生される信号を入力信号として提供されるので、指向性の特性を有するマイクが好ま
しいが、無指向性マイクを使用することもできる。
【０１０２】
また、イヤホン部の外部は風の音が前記イヤホン部１１０、１２０にぶつかって発生する
騒音を抑制し、イヤホン部１１０、１２０の防水のためにイヤホン部の外部をシリコンで
形成することができる。
【０１０３】
前記信号送受信部２１０は外部機器と信号を送受信する部分である。例えば、信号送受信
部２１０はブルートゥース<Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）>通信を利用して、外部機器
の移動通信端末などの音楽信号及び音声信号を送受信する。
【０１０４】
前記制御部２２０はイヤホン部１１０、１２０と信号送受信部２１０を制御する構成であ
る。基本的に制御部２２０は、第１マイク４１０に入力された音声信号を外部機器に送信
し、外部機器から受信した音楽信号をスピーカー３１０、３２０に伝達し、外部機器から
受信した音声信号を第２スピーカー３２０に伝達することを制御する。
【０１０５】
前記本体２００には、スピーカーの音量を調節することができる制御装置、イヤーセット
の出力をｏｎ／ｏｆｆすることができる装置などが付加されることもできる。さらに、本
発明のイヤーセットは外部機器の移動通信端末と通話するかどうかを決定する通話ボタン
を含むこともできる。
【０１０６】
本発明の特徴の中の一つは、制御部２２０が第１イヤホン部１１０に含まれた第１スピー
カー３１０または第１マイク４１０の中の少なくともいずれか一つを制御することができ
るというものである。
【０１０７】
本発明で通話モード及び音楽モードは次のような意味である。通話モードは移動通信端末
（外部機器）を介して相手と通話する場合に動作するモードであり、音楽モードは移動通
信端末を介して音楽や映像を再生して音を聞く場合に動作するモードである。
【０１０８】
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移動通信端末を介して音楽または映画などの動画を再生して聞く場合には、一定のステレ
オサウンドの品質が重要である。本発明は、第１イヤホン部１１０に第１マイク４１０と
第１スピーカー３１０が含まれているので、別途の制御がなければユーザーが音楽モード
で相手と通話する場合、第１スピーカー３１０で出力された音声が第１マイク４１０に入
力されて相手と通話時のエコー及びハウリング現象が起こることができる。
【０１０９】
前記のようなエコー及びハウリングを防止するために、第１スピーカー３１０の出力を減
らしたり、第１マイク４１０の感度を減らす方法を使用することができますが、前記第１
スピーカー３１０の出力を減らすために、スピーカー出力端に出力調節回路を挿入するこ
とになる。しかし、この場合、音楽鑑賞時、低域の帯域が減衰するようになって豊かな音
楽を聞かなくなる問題が発生する。したがって、このような問題を解決するために、切り
替えスイッチなどを使用して音楽モード時には、第１スピーカー３１０の出力が出力調節
回路２５２を通過しないように回路を構成することができる。
【０１１０】
前記制御部１３０は、この問題を解決しようと第１スピーカー３１０または第１マイク４
１０の中の少なくともいずれか一つを制御することができる。同時に制御する場合は、第
１スピーカー３１０を遮断しながら、第１マイク４１０に音声入力が可能にするものであ
る。
【０１１１】
通話モード及び音楽モードを制御するための制御部２２０及びモード設定部２５０の機能
は、通話状態または音楽再生の状態を手動または自動で把握して、前記第１イヤホン部１
１０の第１スピーカー３１０または第１マイク４１０の中の少なくともいずれか一つを制
御するものである。もちろん、前記制御部２２０及びモード設定部２５０の機能は外部機
器（ユーザーのスマートフォンなど）に構成されることもできる。
【０１１２】
本発明では、前記モード設定部２５０を図１２に示すように構成して通話モードではきれ
いな通話ができ、音楽モードでは豊かな音楽の音を聞くことができる。一方、前記制御部
２２０及び前記モード設定部２５０の配置は変更が可能で、有線イヤーセットは信号送受
信部２１０が不要であることもできる。
【０１１３】
図１２で、スイッチ２５１は、通話モードですると２番端子が１番端子に、５番端子が４
番端子に接続される。また、音楽モードですると、２番端子が３番端子に、５番端子が６
番端子に接続される。
【０１１４】
前記スイッチ２５１の１番端子と第１スピーカー３１０との間には、スピーカー出力調節
回路２５２が接続されており、前記スイッチ２５１を通話モードでするとスピーカー出力
が前記スピーカー出力調節回路２５２を経て第１スピーカー３１０に出力され、前記スイ
ッチ２５１を音楽モードでするとスピーカー出力調節回路２５２を経なくてすぐに第１ス
ピーカー３１０に出力される。このとき、前記スピーカ出力調節回路２５２は抵抗で構成
されることが好ましい。一方、外部機器（例えば、移動通信端末）の出力レベルが一定の
基準よりも低い場合には、スピーカー出力調節回路２５２が不要であることもできる。す
なわち、外部機器の出力レベルが一定の基準よりも高かければ第１スピーカー３１０の出
力も高くて、第１マイク４１０に伝達され、相手と通話時のエコー現象が発生することで
きるからである。
【０１１５】
前記スイッチ２５１の３番端子と第１スピーカー３１０との間には、スピーカーの出力が
前記第１スピーカー３１０によく伝達されるようにするためにＲ、Ｌ、Ｃなどの回路から
なるスピーカーマッチング回路２５３がさらに備わることができる。
【０１１６】
上記のような理由から、前記第２スピーカー３２０にも、スピーカーの出力が前記第２ス
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ピーカー３２０によく伝達されるようにするためにＲ、Ｌ、Ｃなどの回路からなる別のス
ピーカーマッチング回路がさらに備わることができ、前記第２スピーカー３２０の出力を
調節するための別のスピーカー出力調節回路がさらに備わることは自明である。
【０１１７】
上記のようにスピーカー出力調節回路とスピーカーマッチング回路がさらに備わることに
より、通話モードで音楽を聞く場合に第１スピーカー３１０が第２スピーカー３２０より
も相対的に音量が少なくなり、通話モードでの音量は音楽モードでの音量に比べて前記第
１スピーカー３１０と第２スピーカー３２０とも少なくなる。その理由は、前記第１スピ
ーカー３１０の音量が第１マイク４１０に入力されることを防ぐために、出力を調節した
からであり、前記第１スピーカー３１０とのバランスを合わせるために前記第２スピーカ
ー３２０の出力も調節したからである。
【０１１８】
つまり、スピーカー出力調節回路とスピーカーマッチング回路は左右のバランスを合わせ
る機能と良質の音を出力する機能を行うことになる。
また、前記スイッチ２５１の４番端子は一端が接地された通話ボタン２５４が接続されて
備わることにより、通話モード時にユーザーが操作することができる。
【０１１９】
また、前記スイッチ２５１の４番端子と第１マイク４１０との間には、前記第１マイク４
１０の入力信号が相手によく伝達されるように、マイクマッチング回路２５５が備わるこ
とができる。この時、前記マイクマッチング回路２５５はツェナーダイオード（ｚｅｎｅ
ｒ　ｄｉｏｄｅ）を含んでＲ、Ｌ、Ｃなどの回路からなることが好ましい。この時、前記
ツェナーダイオードは第１マイク４１０を保護する機能を有する。
【０１２０】
また、前記スイッチ２５１の６番端子にはダミー抵抗（Ｄｕｍｍｙ　Ｒｅｓｉｓｔｏｒｓ
）２５６が接続されている。その理由を説明すると、前記スイッチ２５１の５番端子が４
番端子と分離すると、すなわち、前記第１マイク４１０の入力信号のない場合に、外部機
器（スマートフォン）に備わっているマイクが動作するため、前記ダミー抵抗２５６を備
えることにより、外部機器（スマートフォン）で前記第１マイク４１０の接続が続いてい
ることを認識するようにすべきだ。
【０１２１】
もし、前記ダミー抵抗２５６がいなくなると、音楽モードで相手と通話が行われると、外
部機器（スマートフォン）に備わったマイクが動作して、騒音環境では相手と通話するこ
とができなくなる。しかし、前記ダミー抵抗２５６により、外部機器（スマートフォン）
で前記ダミー抵抗２５６を外部のマイクと認識して、自体のマイクは動作しなくなる。し
たがって、ユーザーの声が相手に伝わらず、ユーザーは音楽モードから通話モードで切り
替えてから通話することになる。
【０１２２】
本実施形態では、スイッチまたは音声認識機能またはセンサーまたはアプリケーションな
どを活用して、自動または手動で音楽モードから通話モードで移動されて、耳内にある第
１マイク４１０を介して相手と通話することができる。
【０１２３】
つまり、音楽モードでは前記第１マイク４１０が動作しなくなって、通話モードで音楽を
聞くとスピーカーの出力が出力調節回路２５２により音楽の音が小さくなる。もし音楽モ
ードで外部機器（例えば、移動通信端末）のマイクを使用して相手と通話するためには、
ダミー抵抗２５６を除去すればよい。
【０１２４】
一方、図１３に示すように、前記スイッチ２５１の６番端子にダミー抵抗の代わりに、外
部に第２マイク４２０を接続して構成することができる。このとき、第２マイク４２０の
配置は図１の本体２００またはイヤホン部１１０，１２０と本体２００との間などに配置
することができる。図１３の場合は、騒音モードと一般モードで区分されるが、騒音モー
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ドで音楽を聞く場合に、一般モードよりも第１スピーカー３１０が第２スピーカー３２０
よりも相対的に音量が少なくなり、前記第１スピーカー３１０と第２スピーカー３２０と
も騒音モードでは一般モードで聞く場合に比べて、音量が少なく出力される。理由は、エ
コー及びハウリングを防止するために、出力調節回路が必要であり、これにより音量が小
さく出力される。しかし、外部機器（例えば、移動通信端末）から出力される信号が一定
の基準以下のレベルである場合には、スピーカー出力調節回路２５２が不要であることが
できる。一方、図１２と図１３との違いは、ダミー抵抗２５６の代わりに、外部マイクの
第２マイク４２０が電気的に接続された点である。したがって、図１２の通話モードと音
楽モードは、図１３の騒音モードと一般モードでそれぞれに対応される。したがって、モ
ード変更のついてのすべての記述は、通話モードを騒音モードで、音楽モードは一般モー
ドであると見なすことが好ましい。
【０１２５】
図１３で騒音環境では、スイッチまたは音声認識機能またはセンサーまたはアプリケーシ
ョンなどを活用して、自動または手動で一般モードから騒音モードで移動されて、耳内に
ある第１マイク４１０を介して相手と通話することができ、静かな環境では一般モードで
自動または手動で切り替えされて外部の第２マイク４２０が動作して、便利な通話ができ
る。一方、図１２及び図１３において、第２スピーカー３２０を示したが、これはステレ
オ（ｓｔｅｒｅｏ）で音楽を聞くために必要な追加の構成である。すなわち、相手と単に
通話だけのためには第２スピーカー３２０が不要であることができる。また、外部機器が
無電機である場合には、主に通話のみを目的とするため、より一層、第２スピーカー３２
０は不要であることができる。
【０１２６】
添付する図１４は本発明に係るイヤーセットの第１０実施形態を示したものである。
図１４は、図１１の構成とほとんど同じであるが、イヤホン部１００と本体２００を接続
する有線部位に電磁波フィルタ部２６０をさらに備える。電磁波フィルタ部１５０は、図
１４に示すように、リード線Ｌに配置することもでき、イヤホン部１１０、１２０に具現
することもできる。
【０１２７】
前記電磁波フィルタ部１５０は当該分野の通常の知識を有する者が適用することができる
多様な形態の電磁波遮断装置が使用されることができる。
【０１２８】
例えば、大韓民国登録実用新案番号第２０－０３１７０９３号「携帯通信機器のイヤホン
の電磁波遮断装置」のような電磁波遮断装置が使用されることもできる。イヤホン部と接
続されるリード線の高周波流入部にチョークフィルタを設けて電磁波を遮断するものであ
る。この電磁波遮断装置は、アンテナで受信された電波が通信装置で同調してもイヤホン
部のリード線に流入する高周波がチョークフィルタで遮断されてイヤホン部に電磁波が誘
導されない。
【０１２９】
図１４で右側に示した構成が電磁波フィルタ部２６０を拡大した回路構造図である。チョ
ークフィルタとしてＲＦフィルタ（ＬＯＷ　ＰＡＳＳ　ＦＩＬＴＥＲ）をリード線Ｌの高
周波流入部に設置する。具体的にＲＦフィルタは、イヤホン装置の第１マイクＭ１、第１
スピーカーＳ１及び第２スピーカーＳ２に接続されるリード線にそれぞれコイルインダク
タＬ１、Ｌ２、Ｌ３を接続し、導線の間にコンデンサＣ１、Ｃ２、Ｃ３を接続した。コイ
ルインダクタＬ１、Ｌ２、Ｌ３がイヤホン部Ｅ１、Ｅ２の方向に高周波成分が進行するこ
とを遮断することにより、相手ときれいな通話と良質の音楽を聞くことができる。一方、
チョークフィルタは、その分野の通常の知識を有する者が知っている同じ機能を行うこと
ができる他の構成に置き換えることができることはもちろんである。
【０１３０】
モードの設定と制御
以下の通話モード（騒音モード）及び音楽モード（一般モード）に応じた制御を説明する
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。以下で説明するモード制御は、図１１に示した制御部２２０またはモード設定部２５０
で行われる。制御部２２０及びモード設定部２５０は有無線イヤーセットに従って、第１
イヤホン部１１０と外部機器（移動通信端末）の間に配置したり、外部機器に配置するこ
ともできる。
【０１３１】
ユーザーが通話モード（騒音モード）または音楽モード（一般モード）を別のスイッチ、
音声認識または動作センサーなどを介して手動で決定する場合を手動モードといい、本発
明の制御部２２０またはモード設定部２５０が環境に合わせて通話モード（騒音モード）
／音楽モード（一般モード）を自動で設定する場合を自動モードという。まず、手動モー
ドまたは自動モードがどうして動作するかについての説明をしたい。つまりモードの実行
がどんな順序でまたはどんな設定に沿って行われるか説明する。
【０１３２】
モード実行の第１実施形態
制御部２２０またはモード設定部２５０は、基本的には手動モードで制御される。つまり
、イヤーセット装置を使用するユーザーが通話モードまたは音楽モードの動作を選択する
。図面に示さなかったが、本体２００に配置されたスイッチ、音声認識、動作センサーの
中の少なくともいずれか一つを介して操作が可能である。この場合、ユーザーの特別な選
択がなければ予め設定されたモードで動作する。さらに、移動通信端末で実行されるアプ
リケーションを介してモードを手動で設定することもできる。
【０１３３】
モード実行の第２実施形態
本発明のイヤーセット装置が手動モードまたは自動モードで動作するように予め設定する
こともできる。この場合は、手動モードまたは自動モードを選択するためのスイッチ、音
声認識または動作センサーなどを介して設定が可能である。また、移動通信端末にインス
トールされたアプリケーションからも設定が可能である。
【０１３４】
手動モードに設定された場合、本発明のイヤーセット装置は、モード設定の第１実施形態
と同様に、ユーザーの入力を待機したり、予め選択されたモードで動作する。自動モード
に設定された場合、本発明のイヤーセット装置は後述する自動モードで動作する。手動モ
ードまたは自動モードを設定することを第１モード設定という。
【０１３５】
モード実行の第３実施形態
本発明のイヤーセット装置は、音の信号がイヤホン装置に伝わるときに、ユーザーの操作
がある場合はユーザーの選択に従って手動モードで動作して、ユーザーの操作がない場合
は自動モードで動作する。もちろん、自動モードで動作している中でも、ユーザーが手動
で操作すると、操作に応じた通話モードまたは音楽モードで動作する。第２実施形態と区
別するために、音楽モードまたは通話モードを選択したり設定することを第２モード設定
という。
手動モードは基本的にはユーザーの入力に応じた動作となるが、他の形態の動作も可能で
ある。いくつかの実施形態を説明する。
【０１３６】
手動モードの第１実施形態
最も基本的な手動モードとしてユーザーがスイッチのような外部の端子またはイヤーセッ
ト装置と連動される移動通信端末のインターフェースを介して通話モードまたは音楽モー
ドを設定する。
【０１３７】
手動モードの第２実施形態
イヤーセット装置の第１マイク４１０を介して、ユーザーが特定の音声コマンドを入力す
ると、音声を認識して音声コマンドに従ってイヤホン装置が通話モードまたは音楽モード
で動作する。例えば、ユーザーが「通話」と入力すると通話モードが動作して、「音楽」
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と入力すると音楽モードが動作することができる。
【０１３８】
手動モードの第３実施形態
　イヤーセット装置または移動通信端末に配置された特定の動作センサーを介して通話モ
ードまたは音楽モードを決定する。例えば、ジャイロセンサーなどを利用して、ユーザー
が移動通信端末またはイヤーセット装置を一定の回数に振ったり、一定の形で動かして通
話モードまたは音楽モードを決定することができる。その他の該当する分野の通常の知識
を有する者が利用できる多様なセンサーを介して通話モードまたは音楽モードを決定する
ことができることも自明である。
【０１３９】
一方、手動モードでユーザーが音楽を聞いている中（音楽モード）に電話がかかってきて
、移動通信端末またはイヤーセット装置の本体に配置される通話ボタンを押す場合には、
通話連結とともに通話モードで切り替えられるように制御部が制御する。通話ボタンとは
別に通話モードで切り替えられるための入力手段を置くことができるが、通話ボタンを押
すと通話連結及び通話モードで切り替えられることが好ましい。ユーザーが通話ボタンを
押した後、通話モードで切り替えられるための入力を再び行うのは面倒で、エコー現象が
起こる可能性があるからである。
【０１４０】
一方、前述した手動モードの実施形態は、移動通信端末で実行されるアプリケーションを
使用したユーザーの操作によって設定乃至実行が可能である。
自動モードについて、各の実施形態をより詳細に説明する。以下、自動モードについての
説明では、説明の便宜のために制御部２２０が全体的な制御を行うことを前提とする。も
ちろん、前記モード設定部２５０が後述する自動モードを制御することができる。
【０１４１】
自動モードの第１実施形態
　移動通信端末は通話動作をしている場合及び音楽再生をする場合に、移動通信端末の固
有の識別信号乃至識別コードを備える。例えば、電話通話中の場合「００１」とは識別コ
ード（通話状態信号）を有して、音楽再生をする場合には「００２」とは別の識別コード
（音楽再生信号）を有するものである。これらの識別信号乃至識別コードは移動通信端末
に従って異なることができるが、こんな動作で定義する識別コードは製品ごとに統一され
ている。第１実施形態では、この識別信号乃至識別コードを用いることである。外部機器
の移動通信端末が通話動作している場合は、音声信号を信号送受信部２１０と送受信だけ
でなく、前記識別信号乃至識別コードを信号送受信部２１０が受信することができる。こ
の識別信号乃至識別コードを利用して、「００１」コードが受信された場合、制御部２２
０は本発明のイヤーセット装置を通話モードで合わせて制御する。すなわち、通話モード
では、第１スピーカー３１０の出力が遮断され、第１マイク４１０は音声が入力されなが
ら第２スピーカー３２０は相手の音声を出力する。「００２」コードが受信された場合、
制御部２２０は本発明のイヤーセット装置を音楽モードで合わせて制御する。音楽モード
ではすべてのスピーカー３１０、３２０を介して音が出力され、ユーザーはステレオ音楽
を鑑賞することができる。
【０１４２】
自動モードの第２実施形態
　最近のスマートフォンの普及に多様な機能を備えた移動通信端末が登場した。スマート
フォンは、個別のアプリケーション駆動を介して、いくつかの機能を行う。音声通話、Ｍ
Ｐ３音楽再生または動画再生などがすべて個別のアプリケーションを介して行われる。各
種のアプリケーションが動作すると、前記第１実施形態と同様に、個別の識別信号乃至識
別コードが発生する。したがって、制御部２２０がアプリケーションの動作によって発生
する信号を受信して、本発明のイヤーセット装置が通話モードまたは音楽モードで動作す
るように制御することができる。
【０１４３】
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自動モードの第３実施形態
さらに、本発明のイヤーセット装置を制御するためのアプリケーションをスマートフォン
にインストールして、制御用アプリケーションを介してイヤーセット装置を制御すること
もできる。すなわち、制御部２２０が通話モードまたは音楽モードの動作を行うように制
御するのではなく、制御用アプリケーションで通話モードまたは音楽モードを実行するか
どうかを判断してイヤーセット装置を制御するものである。制御用アプリケーションがス
マートフォンの通話動作または音楽再生の状態を分析し、分析した結果を本発明のイヤー
セット装置に転送して通話モードまたは音楽モードの動作を行う。
【０１４４】
自動モードの第４実施形態
他の実施形態では、制御部２２０が信号送受信部２１０を介してイヤーセット装置で受信
される音の信号を分析し、分析結果に基づいて通話モードまたは音楽モードを設定する。
音の信号は大きく音声信号と音楽信号に区分する。音声信号は純粋に人の話声で構成され
た音の信号であり、音楽信号は音楽を再生するときに発生する音の信号である。
【０１４５】
音は物理的に波形で表現することができる。周波数の強さ、波形の高さ、波形の規則性な
どを分析することができる。これにより、前述した音声信号と音楽信号を区別することが
本実施形態のコアである。
【０１４６】
音の信号の一定区間に対する周波数の高さ、変化量、規則性を分析して、音声信号と音楽
信号を区別することは、当該分野の通常の知識を有する者が多様な方法で行すうことがで
きるので、詳細な説明は省略する。例えば、韓国公開特許第１０－２０１０－００９８１
００号で開示している周波数変化量の平均値がしきい値を超えるかどうかに従って、音声
信号及び音楽信号を区別できる。
【０１４７】
本発明の制御部２２０で音声信号（騒音環境）及び音楽信号（静かな環境）を区別して通
話モード（騒音モード）または音楽モード（音楽モード）に設定を決定することができる
。さらに、前記第３実施形態で説明したように、スマートフォンで駆動されるアプリケー
ションを介してスマートフォンから出力される音の信号が音声信号であるか、または音楽
信号であるかを区分して、分析した結果を本発明のイヤーセット装置に伝達して自動モー
ドの動作を制御することもできる。
【０１４８】
添付する図１５は本発明に係るイヤーセットの動作シーケンスを示すフローチャートであ
る。
　「モード実行１」、「モード実行２」および「モード実行３」は、それぞれ前述したモ
ードが行われる実施形態に係るシーケンスを示す。一方、手動モード及び自動モードは、
それぞれ点線の方形で表示した。図１３の左側に表示された点線の方形が手動モードで、
右に表示された点線の方形が自動モードに当該する。一方、図１５は図１２の図に基づい
て説明したが、図１３の図面の説明でも同様に適用される。すなわち、図１２の通話モー
ドと音楽モードは図１３の騒音モード及び一般モードでそれぞれ当該すると見ることが望
ましい。
【０１４９】
「モード実行１」は自動モードを行わずに、ユーザーが手動で通話モードまたは音楽モー
ドを選択することをいう。
「モード実行２」は、ユーザーが予め設定に従って手動モードまたは自動モードで動作す
る。したがって、外部機器の信号を受信した後Ｓ１、予め設定されたモードが手動モード
であるか、または自動モードであるかどうかを判断するステップＳ２が必要である。判断
に基づいて設定されたモードでそれぞれ動作する。予め設定されたモードが手動モード（
第１モード）であるが、ユーザーが新たに第１モードを選択しない場合は直前に設定され
た第２モードが行われる。
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【０１５０】
「モード実行３」は、外部機器の信号を受信した後Ｓ１、ユーザーが通話モードまたは音
楽モード（第２モード）を選択するとＳ３、手動モードになって当該のモードを行って、
ユーザーからの入力のない場合自動モードが行われる。自動モードで動作する中にも、ユ
ーザーが手動で音楽モードまたは通話モードを選択するとＳ４、当該のモードが手動で変
更され、ユーザーから何の入力のない場合は続けて自動モードで行われる。
【０１５１】
自動モードの動作について詳細に説明する。前述した自動モードの実施形態で説明したよ
うに、モードの分析は多様な方法で実行が可能である。モードの分析の結果、受信した信
号が音楽信号（静かな環境）と判断された場合、本発明のイヤーセット装置は制御部２２
０を介して音楽モード（一般モード）で動作する。逆にモードの分析の結果、受信した音
の信号が音声信号（騒音環境）と判断された場合、本発明のイヤーセット装置は制御部２
２０を介して通話モード（騒音モード）で動作する。
【０１５２】
以上のように、本発明を図面に示す実施形態を参照して説明したが、これは発明を説明す
るためのものだけであり、本発明の属する技術分野の通常の知識を有する者であれば、発
明の詳細な説明から多様な変形または均等の実施形態が可能であることを理解できるだろ
う。したがって、本発明の真の権利範囲は特許請求の範囲の技術的思想によって決定され
るべきである。
【符号の説明】
【０１５３】
１００：イヤホン部
１１０：第１イヤホン部
１２０：第２イヤホン部
２００：本体
２１０：信号送受信部
２２０：制御部
２３０：マイクスイッチ
２４０：エコー減少手段
３１０：第１スピーカー
３２０：第２スピーカー
４１０：第１マイク
４２０：第２マイク
５００：コネクタ



(26) JP 2017-216712 A 2017.12.7

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月10日(2017.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセットであって、
第１イヤホン部と、第２イヤホン部と、本体と、を含み、
前記第１イヤホン部は、外部機器から提供される音響信号または音声信号を出力する第１
スピーカーとユーザーの外耳道を介して提供されるユーザーの音声信号が入力される第１
マイクを含み、ユーザーの第１外耳道に挿入可能に構成され、
前記第２イヤホン部は、前記外部機器から提供される音響信号または音声信号を出力する
第２スピーカーを含み、ユーザーの第２外耳道に挿入可能に構成され、
前記本体は、前記第１イヤホン部及び第２イヤホン部にそれぞれ接続されて通話のための
通話モード、音楽再生のための音楽モードを設定可能に設けられ、
前記本体は、通話モードまたは音楽モードに設定されるスイッチと、通話モードで第１ス
ピーカー出力を調節するスピーカー出力調節回路とを有する、モード設定部を含み、
前記本体は、外部機器と信号を送受信する信号送受信部、及び
前記第２マイクロから入力された音声信号を前記信号送受信部を介して前記外部機器に
送信し、前記信号送受信部を介して前記外部機器から受信した音声信号を前記第１スピー
カーに出力するための制御部を更に含み、
前記第１スピーカーは、通話モードにおいて、スピーカー出力が前記出力調整回路を経て
第１スピーカーに出力され、音楽モールドにおいて、出力が出力調整回路を経ず第１スピ
ーカーに出力されるように構成され、
前記第１スピーカーに個別に備わるスピーカーマッチング回路と、前記第１マイクに備わ
るマイクマッチング回路と、音楽モードで前記第１マイクと認識されるダミー抵抗（Ｄｕ
ｍｍｙ   Ｒｅｓｉｓｔｏｒｓ）をさらに含んで構成される、ことを特徴とする耳内挿入
型マイクを使用する有無線イヤーセット。
【請求項２】
前記通話モードまたは前記音楽モードの設定は、「ユーザーの手動操作」、「ユーザーの
音声認識」、「動作センサー」または「インストールされたアプリケーション」の中の一
つ以上を介して行われることを特徴とする、請求項１に記載の耳内挿入型マイクを使用す
る有無線イヤーセット。
【請求項３】
前記通話モードまたは前記音楽モードの設定は、ユーザーが前記制御部を介して予め設定
したり、前記制御部が前記第１スピーカーまたは前記第２スピーカから出力される音を分
析して自動で設定されることを特徴とする、請求項１に記載の耳内挿入型マイクを使用す
る有無線イヤーセット。
【請求項４】
前記制御部が前記第１スピーカーまたは前記第２スピーカから出力される音を分析して
前記通話モードまたは音楽モードを設定する場合、
前記制御部は、前記第１スピーカーまたは前記第２スピーカから出力される音が人の声の
みを含んでいると分析されると通話モードで設定して、前記第１スピーカーまたは前記第
２スピーカから出力される音が音楽を含んでいると分析されると音楽モードで設定するこ
とを特徴とする、請求項１に記載の耳内挿入型マイクを使用する有無線イヤーセット。
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